基礎編・コースシラバス
	コース名
	ESMRセミナー

	コースの位置づけと狙い
	組込みソフトウェア開発の現場で、開発規模の増大のためプロジェクト計画書の必要性を感じている中堅技術者およびプロジェクトマネージャ／リーダー向けに、プロジェクト計画書に何を書くべき（記述内容）か、どのような記述フォームで書くべき（記述形式）か、を解説する。

基礎編コースは、主として、ESMRの概要を全体的に理解することに主眼をおく。プロジェクト計画をどのように立案するかという点については、別途、中級編コースで扱う。

理解をより深くするための演習付きのコースも選択できる。演習は、立案済みのプロジェクト計画書事例の評価と修正を行い、プロジェクト計画書に何を書くべきかの理解を深めるものとする。

	おおまかな講義・演習計画
	【講義】90分

· プロジェクトマネジメントの必要性

· プロジェクト計画書の重要性

· ESMRの目的・狙い

· ESMRの概要（プロジェクト計画書に記載する項目と記述フォーム）

プロジェクトの概要、体制、リソース計画、作業計画、品質保証計画、
リスクマネジメント

【演習（オプション）】90分

演習内容　開発プロジェクト計画書の評価と修正

課題1　プロジェクトの目的、目標および目標達成のための手段の記述

レビュー

課題2　プロジェクトの範囲、前提条件と予定成果物の記述レビュー

課題3　プロジェクトのスケジュール、およびプロジェクト開始後のスケジ

ュールの更新・見直しの手順の記述レビュー

	受講終了者の到達目標
	本講座の受講後の到達目標は次の通り。

・はじめてプロジェクト計画書を作成する人には、プロジェクト計画書を作成できるようになる

・プロジェクト計画書の作成経験者には、プロジェクト計画書を評価できるようになる

	受講対象者の前提知識など
	ソフトウェア開発経験があり、プロジェクト計画書の必要性を感じている技術者を主たる対象者とする。

	定員
	「解説のみコース」の場合は、特に定員は設けない。

「演習付きコース」の場合は、1グループ3～5人（5人が望ましい）で、5グループまで（最大25名）。

	コース構成
	「解説のみコース」と「演習付きコース」は選択可能である。

上記の時間配分は、標準時間である。状況に応じて、演習時間の延長などカスタマイズが可能である。
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